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	日本溶接協会の活動方針（2017年度制定）�実施状況
	項目
	１．認証事業のサービス・品質向上と効率化で�　　一層の資格普及を図る
	1.　認証事業のサービス・品質向上と効率化で一層の資格普及を図る�溶接技能者システム高度化と試験手数料制度の見直し
	2.　広報を拡大し溶接のイメージアップを図る
	３.　溶接技能者不足に対し人材取り込みを図る
	3.　溶接技能者不足に対し人材取り込みを図る�JIS溶接技能者評価試験 女性受験者数の推移
	3.　溶接技能者不足に対し人材取り込みを図る�技能実習生を含む受験者総数
	3.　溶接技能者不足に対し人材取り込みを図る�外国人技能実習生の国別受験者数�初級新規受験者数
	4.　溶接教育を拡大し技能伝承と溶接品質向上を図る
	スライド番号 11
	5.　専門部会・研究委員会の活動が少ない分野（建築業界等）への取り組みを強化、そのニーズを把握し対応を図る
	6.　学・協会の共同事業で活動の幅を広げ産業界のニーズに応える
	7．日本溶接協会の活動方針実施計画フォロー
	団体会員数の推移

